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協
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
。
当
初
は
農
協

が
出
す
業
務
報
告
書
を
中
心
に
調
査
票
と

い
う
形
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
た
が
、

２
０
１
２
年
か
ら
業
務
報
告
書
そ
の
も
の

を
協
同
組
織
課
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
同

課
が
統
計
資
料
と
し
て
作
成
。
そ
の
業
務

報
告
書
の
内
容
は
農
協
監
査
士
（
い
ま
は

公
認
会
計
士
）の
監
査
を
受
け
た
も
の
で
、

正
確
さ
に
お
い
て
は
総
合
農
協
統
計
表
の

右
に
出
る
も
の
は
な
く
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

相
応
し
い
と
判
断
し
た
。

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
分
か
る 

米
需
給
最
新
動
向

マ
ン
レ
ポ
第
１
号
発
行
の
前
月
末
、
全

国
米
穀
取
引･

価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
（
コ

メ
価
格
セ
ン
タ
ー
）
が
解
散
に
追
い
込
ま

れ
た
。
２
０
０
４
年
ス
タ
ー
ト
の
国
が
認

可
し
た
米
の
現
物
市
場
の
こ
と
で
あ
る
。

授
賞
理
由
で
「
米
市
場
の
代
役
の
役
割
」

と
例
え
た
の
は
、
価
格
形
成
と
ま
で
い
か

な
く
て
も
需
給
情
報
を
発
信
す
る
と
い
う

意
味
で
の
役
割
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。価

格
形
成
と
需
給
情
報

―
分
か
り
や

す
い
例
え
な
ら
、
日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ

Ｒ
Ａ
）
か
。
レ
ー
ス
の
出
馬
表
と
、
払
戻

金
を
示
す
オ
ッ
ズ
の
関
係
の
よ
う
な
も
の

だ
。
出
馬
表
に
は
、
過
去
の
レ
ー
ス
結
果

（
着
順
、
タ
イ
ム
、
馬
体
重
、
騎
手
の
負

担
重
量
な
ど
）
の
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。

競
馬
フ
ァ
ン
は
出
馬
表
の
情
報
を
参
考
に

馬
券
を
購
入
す
る
。
な
か
で
も
配
当
を
倍

率
で
示
し
た
オ
ッ
ズ
は
、
市
場
で
示
さ
れ

る
価
格
の
よ
う
な
も
の
だ
。

マ
ン
レ
ポ
は
、
そ
の
出
馬
表
に
相
当
す

る
。
オ
ッ
ズ
な
し
の
出
馬
表
と
例
え
た
方

が
分
か
り
よ
い
か
。
通
常
、
予
想
オ
ッ
ズ

な
し
の
出
馬
表
な
ど
誰
も
相
手
に
し
な
い

が
、
マ
ン
レ
ポ
の
場
合
は
、
米
の
取
引
で

参
考
に
す
べ
き
統
計
資
料
が
満
載
。

霞
ヶ
関
の
統
計
資
料
は
、政
策
の
立
案
、

決
定
、
実
施
、
評
価
の
際
の
基
礎
資
料
と

し
て
使
わ
れ
る
。
決
し
て
表
舞
台
に
立
つ

こ
と
は
な
く
、
黒
衣
の
よ
う
に
地
味
な
存

在
だ
。で
も
統
計
資
料
の
出
来
不
出
来
は
、

政
策
の
良
し
悪
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
あ
る
。
今
月
号
は
趣
向
を
変
え

て
、
農
水
省
で
数
あ
る
統
計
資
料
か
ら
グ

ラ
ン
プ
リ
（
大
賞
）
を
授
け
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
独
断
と
偏
見
と
い
う
誹
り
は
あ

え
て
甘
受
す
る
と
し
て
、
次
の
２
点
を
栄

え
あ
る
第
１
回
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ん
だ
。

政
策
統
括
官
付
農
産
企
画
課
「
米
に
関

す
る
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」（
通
称
「
マ

ン
レ
ポ
」）
米
市
場
未
整
備
の
な
か
、
農

政
が
目
指
す
需
要
に
も
と
づ
く
米
作
り
の

【プロフィール】
1947年大阪市生まれ。早稲田大学大学院法学研究科中退。農
業や農協問題について規制緩和と国際化の視点からの論文を
多数執筆している。主な著書に、『農協が倒産する日』（東洋
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る研究会」各委員を歴任。会員制のFAX情報誌も発行している。

土門 剛 どもん　たけし

グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ん
だ

農
水
統
計
２
点
の「
こ
こ
が
使
え
る
！
」

実
現
に
向
け
て
省
内
外
に
散
在
す
る
数
多

く
の
統
計
デ
ー
タ
か
ら
選
び
出
し
、
２
０

１
１
年
４
月
以
降
、
毎
月
発
信
し
続
け
て

い
る
こ
と
は
、
米
市
場
の
代
役
の
役
割
を

見
事
に
務
め
、
プ
ロ
筋
の
米
関
係
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
グ
ラ
ン

プ
リ
に
相
応
し
い
と
考
え
た
。

経
営
局
協
同
組
織
課
「
総
合
農
協
統
計

表
」
戦
前
の
産
業
組
合
時
代
か
ら
連
綿
と

続
く
農
水
省
伝
統
の
統
計
資
料
。
現
在
の

呼
称
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
４
７
年
に
農

1990 8 月 自主流通米価格形成機構発足

1995 11 月 食糧管理法廃止、新食糧法制定
（国による全量管理から民間主導の仕組みへ）

2002 12 月 「米政策改革大綱」の決定

2004 4 月 改正食糧法施行

4 月 価格形成機構「自主流通米価格形成センター」に名称変更

2007 4 月 生産者 ･ 生産者団体が主体となる需給調整システムへの移行

2011 3 月 全国米穀取引・価格形成センター解散

4 月 米のマンスリーレポート登場

8 月 米の先物取引（試験上場）スタート

2019 8 月 4 回目となる先物取引の試験上場認可

■マンレポが米市場の代役になるまで
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毎
月
公
表
さ
れ
る
マ
ン
レ
ポ
は
、
単
行

本
１
冊
に
な
る
ぐ
ら
い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
ペ
ー
パ
ー
に
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
と
、
本
編
で
特
集
記
事

を
含
め
て
約
90
ペ
ー
ジ
、
資
料
編
で
同
70

ペ
ー
ジ
も
あ
る
。
そ
れ
に
圧
倒
さ
れ
て
食

わ
ず
嫌
い
の
方
が
多
く
い
る
よ
う
だ
が
、

コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ば
、
誰
で
も
マ
ン
レ
ポ

を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

米
穀
需
給
班
担
当
者
に
、「
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
分
か
る
ペ
ー
ジ
は
ど
こ
か
」
と
単

刀
直
入
に
聞
い
た
ら
、
マ
ン
レ
ポ
の
エ
ン

ジ
ン
部
分
と
な
る
統
計
資
料
３
点
を
示
し

て
こ
ら
れ
た
。
８
月
９
日
公
表
の
「
令
和

元
年
８
月
号
」
で
説
明
す
る
。
時
系
列
で

整
理
し
て
も
ら
う
た
め
、
西
暦
で
表
記
し

て
お
い
た
。
各
項
目
後
に
記
し
た
ペ
ー
ジ

は
８
月
号
で
の
該
当
部
分
の
こ
と
で
あ

る
。

⑴

【
集
荷･

契
約･

販
売
情
報
】
Ｐ
５
〜

14
▽
18
年
産
米
の
産
地
別
契
約･

販
売

状
況
（
累
計
、
う
る
ち
米
、
19
年
６
月

末
現
在
→
速
報
）

⑵

【
在
庫
情
報
】
Ｐ
15
〜
25
▽
①
全
国
段

階
の
民
間
在
庫
の
推
移
（
う
る
ち
米
、

12
年
７
月
末
〜
19
年
５
月
末
→
速
報
）、

②
産
地
別
民
間
在
庫
の
状
況
（
前
年
同

月
比
）、
③
17
・
18
年
産
の
産
地
別
民

間
在
庫
の
推
移
→
速
報

⑶

【
価
格
情
報
】
Ｐ
26
〜
30
▽
①
相
対
取

引
価
格
（
年
産
別
）、
②
価
格
帯
別
分

析
結
果
（
19
年
５
月
）、
③
相
対
取
引

価
格･

数
量
（
18
年
産
米
、
産
地
品
種

銘
柄
別
、
19
年
５
月
分
→
速
報
）

い
ず
れ
も
農
水
省
「
米
穀
の
取
引
に
関

す
る
報
告
」（
米
穀
取
引
報
告
）
が
出
所
。

こ
れ
は
全
農
、
道
県
経
済
連
、
県
単
一
農

協
、
道
県
出
荷
団
体
（
年
間
の
玄
米
仕
入

数
量
が
５
０
０
０
ｔ
以
上
）、
出
荷
業
者

（
年
間
の
直
接
販
売
数
量
が
５
０
０
０
ｔ

以
上
）
に
報
告
を
求
め
た
も
の
で
、
流
通

量
全
体
の
「
ざ
く
っ
と
６
割
程
度
」（
農

産
企
画
課
）。
こ
れ
だ
け
カ
バ
ー
す
れ
ば

正
確
な
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
る
。

マ
ン
レ
ポ
活
用
で 

宝
の
持
ち
腐
れ
解
消

マ
ン
レ
ポ
担
当
者
が
工
夫
し
た
の
は
価

格
情
報
だ
。
コ
メ
価
格
セ
ン
タ
ー
解
散
を

受
け
て
の
誕
生
だ
け
に
、
国
が
認
可
す
る

市
場
の
公
表
可
能
な
価
格
情
報
は
不
在
。

そ
れ
ら
し
き
も
の
と
し
て
全
農
と
主
要
卸

が
話
し
合
っ
て
値
決
め
す
る
「
相
対
取
引

価
格
」
を
参
考
に
し
た
。
米
穀
取
引
報
告

で
提
出
を
義
務
づ
け
て
い
る
も
の
だ
。

た
だ
流
通
す
る
米
全
体
を
カ
バ
ー
す
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
も
米
穀
取
引
報
告

と
同
様
に
年
間
５
０
０
０
ｔ
以
上
扱
う
出

荷
団
体
と
出
荷
業
者
が
対
象
。
こ
ち
ら
も

「
ざ
く
っ
と
６
割
程
度
』（
農
産
企
画
課
）

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
業
者
間
の
ス
ポ
ッ

ト
価
格
や
先
物
価
格
を
掲
載
す
る
こ
と
で

市
場
実
態
に
近
い
価
格
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

マ
ン
レ
ポ
で
も
っ
と
も
力
が
入
っ
て
い

る
の
は
、11
ペ
ー
ジ
も
あ
る
「
在
庫
情
報
」

だ
。
マ
ン
レ
ポ
が
生
産
調
整
と
関
連
し
て

登
場
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
生

産
調
整
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
た
か

ら
だ
。

07
年
、
農
水
省
は
減
反
事
務
か
ら
手
を

引
い
た
。
例
の
国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標

等
の
配
分
を
取
り
や
め
た
こ
と
だ
。
02
年

の
米
政
策
改
革
大
綱
で
、
生
産
者
や
集
荷

業
者･

団
体
が
生
産
調
整
の
主
役
に
な

り
、
国
は
そ
の
判
断
材
料
と
な
る
市
場
を

整
備
し
、生
産
数
量
目
標
等
の
代
わ
り
に
、

価
格
と
い
う
形
で
市
場
の
シ
グ
ナ
ル
を
送

る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

在
庫
情
報
を
厚
め
に
提
供
す
る
の
は
、

生
産
者
に
正
し
い
需
給
動
向
を
つ
か
ん
で

も
ら
い
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」（
同
大

綱
）
を
実
現
す
る
た
め
だ
。
そ
の
た
め
マ

ン
レ
ポ
は
、
在
庫
情
報
を
深
掘
り
し
て
い

る
。
出
荷
、
販
売
、
出
荷･

販
売
の
３
段

階
で
の
在
庫
量
を
取
り
上
げ
、
７
年
前
に

遡
っ
て
在
庫
の
対
前
年
差
や
、
１
年
古
米

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
対
前
年
差
の
数

字
を
示
し
て
い
る
。

マ
ン
レ
ポ
が
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
。
生
産
者
や
集
荷
業
者･

団
体
が

ど
れ
だ
け
参
考
に
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
だ
。
残
念
な
が
ら
、
生
産
調
整
を
話
し

合
う
集
落
の
地
域
農
業
再
生
会
議
で
マ
ン

レ
ポ
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
か
参
考

資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
話
は
あ
ま

り
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
存
在
す

ら
知
ら
な
い
の
が
実
態
だ
ろ
う
。

次
い
で
集
荷
業
者･

団
体
の
代
表
で
農

協
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
農
協
の
米
担
当
者

が
実
際
の
取
引
で
参
考
に
し
て
儲
け
た
と

か
損
し
た
と
か
の
話
も
耳
に
し
た
こ
と
は

な
い
。
せ
っ
か
く
担
当
者
が
苦
労
し
て
作

成
し
た
マ
ン
レ
ポ
も
、
現
場
で
こ
の
扱
い

と
い
う
の
は
宝
の
持
ち
腐
れ
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
か
。
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。

農
協
の
構
造
的
問
題
を 

え
ぐ
り
出
し
た
資
料

経
営
局
協
同
組
織
課
が
作
成
す
る
「
総

合
農
協
統
計
表
」
は
、
総
合
農
協
に
血
圧

計
や
心
電
計
な
ど
あ
ら
ゆ
る
セ
ン
サ
ー
を

つ
け
た
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
の
正
確
さ
は

す
で
に
説
明
し
た
通
り
。
願
わ
く
ば
統
計

結
果
に
対
す
る
「
医
師
に
よ
る
所
見
」
の

よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、７
月
３
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
に
、

そ
れ
ら
し
き
も
の
が
記
事
に
な
っ
て
い

た
。

「
農
協
、
８
割
が
『
本
業
』
赤
字

金
融

･

共
済
で
穴
埋
め
続
く
」

協
同
組
織
課
が
７
月
に
ま
と
め
た
ば
か

り
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
「
経
済
事
業
黒
字
農

協
に
つ
い
て
〜
２
０
１
７
事
業
年
度
総
合

農
協
統
計
表
等
よ
り
」（
略
称･

黒
字
農

協
調
査
）
が
ネ
タ
元
だ
。
地
方
紙
に
も
同

じ
ネ
タ
元
の
記
事
が
出
て
い
た
が
、
日
経

記
事
は
座
布
団
一
枚
。
そ
の
理
由
は
後
回



47 農業経営者 2019 年 9 月号

も
エ
ク
セ
ル
形
式
で
の
資
料
提
供
だ
。

そ
う
し
た
方
法
で
計
算
し
た
結
果
は
、

青
森
39
％
、
茨
城
28
％
、
鹿
児
島
37
％
。

農
協
シ
ェ
ア
の
全
国
平
均
は
ち
ょ
う
ど
50

％
だ
。
そ
れ
を
下
回
る
数
字
だ
。

同
じ
計
算
方
式
で
農
協
王
国
を
誇
る
県

の
農
協
シ
ェ
ア
を
調
べ
て
み
た
。
代
表
で

北
陸
３
県
（
富
山
、
石
川
、
福
井
）
を
取

り
上
げ
て
み
る
。
い
ず
れ
も
60
％
台
だ
。

そ
し
て
黒
字
農
協
は
ゼ
ロ
。
こ
れ
ら
３
県

に
共
通
す
る
の
は
県
内
に
有
力
な
商
人
系

集
荷
商
が
不
在
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り

競
争
不
在
の
結
果
、
農
協
シ
ェ
ア
は
や
た

ら
高
い
が
、
黒
字
農
協
は
見
事
に
ど
こ
も

ゼ
ロ
。
競
争
不
在
が
赤
字
農
協
を
生
む
相

関
関
係
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

競
争
な
く
し
て
、
農
協
再
建
な
し
。
今

回
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
は
、
そ
の
こ
と
を
雄

弁
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

も
、
や
は
り
グ
ラ
ン
プ
リ
に
値
す
る
仕
事

だ
っ
た
。

の
だ
が
、
表
形
式
に
整
理
し
て
お
い
た
。

経
済
事
業
黒
字
農
協
は
１
２
２
。
全
農

協
の
19
％
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
黒
字
農
協
の

60
％
が
北
海
道
だ
と
い
う
こ
と
。
日
本
最

大
の
農
業
基
地
だ
け
に
、
農
業
へ
の
力
の

入
れ
方
か
ら
す
る
と
、
当
然
と
い
え
ば
当

然
の
話
。
あ
え
て
論
評
を
加
え
る
と
し
た

ら
、
黒
字
農
協
の
割
合
が
全
農
協
の
３
割

以
上
も
あ
る
青
森
、
茨
城
、
鹿
児
島
の
３

県
に
、
な
ぜ
黒
字
農
協
が
多
い
か
と
い
う

素
朴
な
疑
問
へ
の
説
明
。

こ
れ
ら
３
県
に
共
通
す
る
の
は
、
農
協

が
商
人
系
業
者
な
ど
と
激
し
い
競
争
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
だ
。
農
産
物
販
売
の
農

協
シ
ェ
ア
を
調
べ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
立

証
で
き
る
。
総
合
農
協
統
計
表
に
は
、
都

道
府
県
別
に
「
当
期
販
売･

取
扱
高
」
が

あ
る
。
こ
れ
を
農
水
省
統
計
部
が
作
成
し

た
都
道
府
県
別
「
農
業
産
出
額
」
を
分
母

に
割
れ
ば
、
販
売
事
業
で
の
農
協
シ
ェ
ア

が
出
て
く
る
。
有
り
難
い
こ
と
に
ど
ち
ら

が
、
経
済
事
業
の
赤
字
を
埋
め
る
余
力
が

な
く
な
る
の
で
、
農
協
は
本
気
に
改
革
に

取
り
組
む
べ
し
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ

っ
た
。

日
経
記
事
は
、
農
協
経
営
者
に
警
鐘
を

乱
打
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
だ
っ
た
。

そ
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
が
日
経
新
聞
記
者
に

ヒ
ン
ト
を
与
え
た
と
い
う
だ
け
で
も
グ
ラ

ン
プ
リ
に
十
分
値
す
る
。
実
は
、
協
同
組

織
課
が
総
合
農
協
統
計
表
の
分
析
レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
た
の
は
今
回
が
初
め
て
の
こ

と
だ
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト
が
示
し
た
「
競
争

不
在
が
赤
字
農
協
を
生
む
」

分
析
レ
ポ
ー
ト
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の

通
り
、
経
済
事
業
の
分
析
が
テ
ー
マ
で
あ

る
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
「
経

済
事
業
黒
字
農
協
の
分
布
」。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
資
料
は
、
経
済
事
業
で
黒
字
を
出
し

て
い
る
都
道
府
県
を
マ
ッ
プ
で
示
し
た
も

し
に
す
る
と
し
て
、
１
本
の
調
査
レ
ポ
ー

ト
が
、
総
合
農
協
の
構
造
的
問
題
を
ズ
バ

ッ
と
え
ぐ
り
出
す
記
事
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
点
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
相
応
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
。

さ
て
日
経
記
事
に
座
布
団
一
枚
を
献
上

し
た
理
由
を
説
明
し
て
お
こ
う
。
協
同
組

織
課
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
切
り
口
に
総
合

農
協
の
危
機
的
状
況
を
端
的
に
示
し
た
こ

と
で
あ
る
。同
レ
ポ
ー
ト
が
指
摘
し
た「
経

済
事
業
が
黒
字
の
農
協
は
、１
２
２
農
協
。

全
農
協
（
６
５
７
）
の
約
２
割
」
を
裏
返

す
と
、
経
済
事
業
が
赤
字
の
農
協
は
約
８

割
に
も
な
る
。
あ
ら
た
め
て
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
が
、
総
合
農
協
で
は
、
経
済
事

業
の
赤
字
は
金
融
事
業
の
黒
字
で
埋
め
る

収
支
構
造
が
一
般
的
。
そ
の
傾
向
は
今
回

の
レ
ポ
ー
ト
で
も
顕
著
に
出
て
い
た
。

日
経
記
事
に
「
い
い
ね
」
を
与
え
た
い

の
は
、「
農
林
中
金
の
利
益
は
縮
小
傾
向
」

と
い
う
グ
ラ
フ
を
持
ち
出
し
て
き
た
こ
と

だ
。
農
林
中
央
金
庫
の
利
益
縮
小
は
、
18

年
４
月
27
日
付
け
日
経
新
聞
朝
刊
が
最
初

に
報
じ
た
。
農
協
が
農
林
中
金
へ
預
け
入

れ
た
預
金
に
対
す
る
金
利
や
出
資
配
当
が

大
き
く
減
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
こ
れ

を
念
頭
に
、
７
月
３
日
付
け
記
事
は
、
農

林
中
金
の
連
結
最

終
利
益
が
大
き
な

減
少
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。

も
は
や
信
用
事
業

黒字
農協 全農協 黒字

農協 全農協

北海道 74 109 滋　賀 1 16
青　森 5 　10 京　都 0 5
岩　手 0 7 大　阪 0 14
秋　田 3 15 兵　庫 0 14
宮　城 0 14 奈　良 0 1
山　形 4 17 和歌山 0 8
福　島 0 5 鳥　取 0 3
茨　城 6 20 島　根 0 1
栃　木 0 10 岡　山 0 9
群　馬 1 15 広　島 0 13
埼　玉 0 16 山　口 0 12
千　葉 4 19 徳　島 0 15
東　京 2 15 香　川 0 1
神奈川 1 13 愛　媛 0 12
新　潟 1 24 高　知 1 15
富　山 0 15 福　岡 1 20
石　川 0 17 佐　賀 0 4
福　井 0 12 長　崎 1 7
山　梨 1 11 熊　本 3 14
長　野 4 18 大　分 1 5
岐　阜 0 7 宮　崎 1 13
静　岡 2 18 鹿児島 5 15
愛　知 0 20 沖　縄 0 1
三　重 0 12 合　計 122 657

■経済事業黒字農協の分布

出所：��農水省協同組織課
　　�（農協数は総合農協統計表作成時点）

総合計 信 用 共 済 経 済

全　体

657

黒字 619 648 650 122

赤字 38 13 4 535

北海道

109

黒字 109 106 109 74

赤字 0 3 0 35

都府県

548

黒字 510 537 541 48

赤字 38 10 4 500

■総合農協 各事業部門損益の
　黒字農協数と赤字農協数

農水省経営局協同組織課作成


